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1.は じめ に

A・ ヴ ァリニ ャーノ(1539～1606)の 「適応主義布教方針1)」 は、カール ・ラーナ

ー(1904～1984)が 指導的役割を果た した第ニヴ ァチカン公会議(1962～65)の 教令

『キ リス ト教以外 の諸宗教 に対す る態度 についての宣言』 の中で、 「(教会 は)こ れ らの

諸宗教の中 に見 出され る真理で尊 いもの を何 も排斥 しな い。 これ らの諸宗教 の行動 と生

活 の様式、戒律 と教義 を、ま じめな尊敬 の念 をもって考察す る」 として いる2)。 この宣

言 によって、ヴ ァリニ ャー ノの 「適応主義布教方針」は350年 の時 を経て、要塞 と呼ば

れた ローマ ・カ トリック教会か ら公式に追認 され ることになった3)。 重いカ トリック教

会 の扉 はこうして挟 じ開け られた。

このヴ ァリニ ャー ノの 「適応主義布教方針」か らえ られた、その土地(地 域 ・国)に

伝統的 に存在する文化 ・生活習慣な どを尊重 してい く、 ヨー ロッパの文化 ・宗教 を優位

とす る従来の教会 の姿 とは異な る精神が、すでに中国 を含めて 日本のキ リシタン時代か

らあったことを基軸 として、現代の宗教問対話 を考察する ことが本稿の 目的である。

グ ローバル化 する国際社会、人 々を幸せにするはずだ った近代科学技術 が地球環境 を

破壊 し、生存の危機 を招 くようにな り、大震災 を経験 し、宗教 も哲学 も人々の生活 に密

着 した ものでなければ な らず、 自然環境 と人間の 「共生」が地球規模 で唱え られ るよう

になって きた。既 成宗教 も近代科学 も信頼 を失 い、不安定 な現代社会 と都市化(世 俗

化)・IT化 が進むなかで、無宗教 、新宗教に流れ る人が多 くなった とき、伝統宗教が古

い皮袋(マ ルコ福音書2章22節)の ままでは新 しい時代やイ ンターネ ッ ト世代の若者 に

は答 え られな くなってきて いる。ヴ ァリニ ャー ノの指針はすで に適応 の必要性 を指摘 し

て いた。

『教会の宣教活動 に関す る教令』第9条4)で は、ヴ ァリニ ャー ノの適応主義 に見 ら

れ る布教 に関する基本 的な考 えを教会が大胆に認めて いるだ けでな く。それ までの 「教

会 の外 に救いはない」 として非キ リス ト教文化 の価値 を認めな いとしてきた5世 紀末以

来 の教会 の態度が矯正 された5)。

第ニヴ ァチカ ン公会議は、『キ リス ト教以外 の諸宗教 に対する教会の態度 についての宣
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言』(NostraAetate)を はじめ として、『現代世界憲章』、『エキ ュメニズムに関す る宣言』、

『キ リス ト教的教育 に関する宣言6)』 な どにお いて 「諸宗教間対話」 を進 めることを宣

言 し、大 きく前進する ことになる。

このヴ ァリニ ャー ノの適応主義布教方針は、二十世紀最大のカ トリック神学者 と言わ

れ るカール ・ラーナー の思想 にお ける 「無名のキ リス ト者7)」 の中にも生かされてお

り、今 日にお いては 「諸宗教 問対話」は当然の こととして語 られ るようになってきた。

これ らを踏 まえて、今 日の 「諸宗教 の間の対話」の進捗状況 を考察 して行 きたい。

先ず 、「適応主義」の根本 となるイグナチウス ・デ ・ロヨラ(1491～1556)(以 後、イ

グナチオ と記す)の 『霊操』8)を 略述 し、次 いで今 日的な宗教多元主義の考察か ら 「根

源的 いのち(通 底)」 に至 る 「霊性 」へ と掘 り下げていきた い9)。 「宗教問対話」 「宗教

多元性」 については、まだ方法論 も定かでな く、諸論が入 り乱れてお り、異論 も多 々あ

ると思われ るが、少 しで も地平が広 げ られ、通底 とされる 「根源的いのち」(花 岡永子=

根源 的 いのち、門脇佳 吉=道 の形而 上学、 小野寺功=大 地 性な ど)の 源 泉 ・地下 水脈

(時代 ・社会 ・民族 ・文化 ・言語 を超えた人類共通 のもの)に 至 る道 筋に多 少 とも貢献

した いとい うのが本論 の動機で ある。聖書に も記 されて いる渇 くことのない 「いのちの

水(泉)」 が得 られな ければな らない。 「わた しの与える水 は、そ の人の中で、永遠 の命

にわき出る水 の泉 となる」(ヨ ハネ福音書4章14節)。

2.ヴ ァリニャー ノの適応主義布教方針の根本 となる思想=イ グナチオの 『霊操』

ヴ ァリニ ャーノの 「適応主義布教方針」を研究対象 とす ることは、その考 え方 の元 と

なる もの(『 霊操』)を 探求す る ことで もあ る。 しか し、 「キ リシタン史」 にお いて も、

「宗教多元性」 において も、「行」(修 行=瞑 想)が ネックになっているのか、『霊操』の

説 明か ら入る ものは稀で あった。イグナチオの 『霊操』 を疎か にしては、そ のヴ ァリニ

ャー ノの適応主義の根源探求 にはな らない。特 にキ リシタン時代、ザ ビエル と親交 のあ

った薩摩の禅僧福昌寺 の忍室や盲 目の琵琶法師でザ ビエルか ら直接受洗 してイエズス会

士 とな って初期 の宣教活 動 に欠 かせ な い人物 イルマ ン ・ロレンソ、ヴ ァ リニ ャー ノの

『日本のカテキズモ10)』 の執筆 に影響 を与えた若狭出身の医師パウロ ・養方、(ヴ ァリ

ニ ャー ノによって、そ の文 学的才能 が認 め られ、キ リシタ ン版 の作成 に大 き く貢献 し

た)『 妙貞問答11)』 の著者不干斎フ ァビア ン等 の禅宗 出身者 についての説 明は 『霊操』

なしには成 り立たない。 また、 この時代の 日本のイエズス会が用 いた用語 ・組織な どは、

禅宗寺院のものが借用 され、イエズス会の活動 を支 えている12)。

禅宗 とのつなが りは他 にもある。イエズス会 の精神は 「諸宗教間対 話」の出発点で も

あ り、共通認識 となる 「行 」(修 行=瞑 想)を 欠 いては、机上の空論 に終るのではないか
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と懸念 したか らである。愛宮 ラサールは、禅が優れ た修養法で あることを内外 に訴 え、

それ は、公会議以前にすで に教皇 ピオ十二世によって勧 め られ るよ うになっていた。禅

宗 関係者 による と、欧米 に禅 を普及 させた功労者 としては愛宮真備 ラサール神父 を鈴木

大拙 と並んで評価 して いる13)。

『霊操』その ものの説 明にして も、『神学ダイ ジェス ト』(上 智大学神学部発行)な ど

の外国文献の翻訳による ものが 中心で、 日本人の手 にな るものは、門脇佳 吉訳 『霊操』

の解説のほかにはご くわずか しかな い。 さらには、キ リス ト教思想の説明に しても明治

以 降の近代化 との関連 の ものが大 半で、キ リシタ ン時代 のヴ ァ リニ ャーノの 「適 応主

義」か ら入る ものはなきに等 しい。 この根源 を欠いた諸論 を読んで も、何 かが足 りな い

という印象が残る。ヴ ァリニ ャーノの適応主義に して も、宗教間対 話に して も、そ の思

想 の根本 に 『霊操』のある ことが忘れ られているか らである。

ヴ ァリニ ャー ノの適応主義 の根本 となる思想は、イグナチオの 『霊操』 にある14)。

1583年10月28日 付のイエズス会第5代 総会長 クラウデ ィオ ・アクアヴ ィヴ ァ(1543～

1615)宛 てのヴ ァリニ ャー ノの書簡15)に は 「日本 にいる人々は優れた方法 を行なった

ので あると御 判断下 さい」 とあ り、 日本 には、当時 はプ ロテスタ ンテ ィズム もイス ラム

勢 力もないので、 トリエ ン ト公会議後の対宗教改革派 を取 り締 まるための厳 しい教令 を

日本 に当てはめる必要 はな く、 まだ育っていない初期 のキ リシタ ン教会 に、ヨーロ ッツ

パ の規則 を持ってきたので は 日本 の布教はできない ことが訴え られている。是 は 日本の

特例 を求めた ものであった。ヴ ァ リニ ャー ノは、ザ ビエル以来の 当時の 日本 人の中の優

れた道徳性 ・理性 的な姿 を尊重 し、 日本人の中にある良 いもの を取 り入れて行 こうとし

た。 これ がヴ ァリニ ャー ノの 「適応主義」 といわれ る もので、 「優 れた方法」 とは 『霊

操』 に基づ く 「選定」 の方法 のことで ある16)。

同時代 にイエズス会士で 「適応主義布教方針 」を取 った例 として、ペルーのイエズス

会管区長 として活躍 したホセ ・デ ・アコスタ(1539～1600)や 南米パ ラグアイ における

グアラニー族教化政策 の リダ クシ ョンの考 え方 も同 じ精神 に基づいていた。 また、 ロー

マでC・ クラビウス(1538～1612)か ら数学 ・天文学 ・暦学を学び、クィ リナー レ修練

院に10カ 月間派遣されたヴァリニャーノの教え子でもあるマテオ ・リッチ(1552～1614)

もイ ン ドで同師の命 を受け、1582年 にマカオか ら中国入国 に成功 し、儒服 を着て儒教 を

キ リス ト教 に取 り入れた形の 「適応主義布教方針」で成果 を上げている。『天主実義』は

漢文で書かれ、漢籍洋書 として 日本 にも他のアジア諸国 にも輸入 され、多大 な影響 を与

えたが、後 に適応主義 に無理解なマニ ラか らのスペイ ン系修道会 によって典礼論争 にな

った ことが 「適応主義布教方針」の典型 とされる17)。 そ の布教方針の決定に大 きな影響

を及ぼ したのは、『霊操』 にあった ことは間違 いな く、 この根本 的な ものを外 しては説明

は成 り立たない。 しか しこれ まで のほとん どの諸論 は、 この出発点 となるべき 『霊操』
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の土台を欠いて いた。

改 めてキ リシタ ン史 を読み直 して見る と、先行研究 にお けるヴ ァリニ ャー ノにつ いて

の説明は、『日本のカテキズモ』及び トリエン ト公会議に基づく 『ローマ ・カテキズモ18)』

か らの引用が主で、『霊操』 に言及 して いる ものは稀である。ザ ビエル も含 めて、他 のキ

リシタン文献 において も 『霊操』か らの説明が疎かにされている ことは明白である19)。

『霊操』 に基づ くキ リス ト教 の 「黙想」は 「行」 を中心 とす る。それは禅宗 の接心 に

匹敵す る20)。 この黙想(修 行=瞑 想)に 馴染 まない研究者 は、 この論述には入れな い

ようである。坐禅 も黙想 も、そ の方法 を誤 らなければ到達点は 同じところになる。一休

宗純禅師(1394～1481)の 作 と言われる道歌に 「分け登 るふ もとの道 は多けれ ど 同じ

高 嶺 の月 を こそ 見 れ」 とあるが 、 この 同 じ真 理 に至 る道 を言 って い る と思 う。 この

「行」(黙 想 ・坐禅)を 嫌 っては、諸宗教間の対話 に至 る共通認識 の道 を閉ざされる こと

になる。

イグナチオには対宗教改革(ス ペイ ン ・イベ リア半島 のレコンキスタ とつながった対

抗宗教改革)の 意気込 み も残 ってお り、イエズス会 の世界宣教の意気込みへの偏見21)

か ら研究対象か ら外 されたのか とも考 え られるが、 「適応主義」はキ リシタン時代のイエ

ズス会士 による布教方針 の基本で、 この根本(根 源)を 欠 いた認識のままで どのように

キ リシタン史 の研究が進め られるのか と疑 問符が残 る。

こうしたイエズス会 の世界戦略 としての熱心な布教は軍隊組織 にも似 ている と言われ

る。 『報告書』(年 報の形)は 義務付 け られ、各方面か ら(当 時は年一回)必 ず送 られ る

もので、その正確 な判 断力 ・行動力が、名実共 に世界最大最強の組織 になって発展 して

きた22)。

イ グナ チオの考 え方の根底 にあるのは、 『霊操』 に基 づ く 「黙想」 によ って得 られ る

「不偏の心」であった。神 の意志 を確実 に読み取 る 『霊操』 に基づ く 「霊動弁別」 の方

法 は、その選定において 自他共 に認める優 れた修行法で ある23)。 禅宗の 「接心」 に匹

敵す るこの修行 法は、多 くの人 に今 日まで も親 しまれ、イエズス会ある ところには、必

ず 「黙想の家」がある。スペイ ンの騎士道 の遺産 を受 けて いたイグナチオの精神 の要は

キ リス トを最高の主 君 とみな し修道生活 と使徒 的活動 を合せてキ リス トへの奉仕 とす る

ところ にあった。青 山玄 は 日文研 叢書3の 「キ リス ト教他 界観 とそ の 日本 にお ける意

義」 の中でイグナチオを評 して、 日本布教計画 もレコンキスタ(再 征服 計画)の 熱意の

表れであった ことを指摘 している24)。

このイグナチオの 『霊操』 の精神が根底にあって、 カール ・ラーナー指導 の第ニヴ ァ

チ カン公会議における 「諸宗教間対話」の基本 とな る考 え方 に 「無名のキ リス ト者」が

あるが、その元 とするところは、ヴ ァリニャー ノの 「適応主義」と同 じで ある といえる。
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キ リシタ ン文献 に度 々記 されて いる 「なつ うらの教 え」は、人間の根 底を流れ る共通

のものを表そ うとして いる。「なつ うらの教え」は 『どち りいなき りしたん』 にも 『講義

要綱Compendium』 にも 『妙貞 問答』 にも度 々出て くる25)。 今 日的な言葉 を使 うな ら

「自然法」であ り、何時 の時代 ・社会 において も変 る ことのな い神の真理 を指 して いる

が、 この真理を 「行」 によって捉 えている ことによってヴ ァリニ ャー ノの 「適応主義」

もカール ・ラーナーの 「無名 のキ リス ト者」の考 え方 も同じ根底か ら生まれ て くる こと

が分か る。それは 『霊操』 に基づ く 「黙想」があって始めて到達(覚 醒)で きるもので

あると言 える。

しか し、 「キ リシタン史」か ら 『霊操 』を捉 えようとす る著作 は意外 と少ない。 「宗教

多元性」 を唱える研究者 は多数 に上 り、その著作 は数知れな いが、大半は明治(近 代)

以降 のもので、西洋近代思想 とともに日本に入 って きたキ リス ト教思想か らの説 明であ

ったため、 キ リシタン史 は対象外 であ った。新 渡戸稲蔵 の 「武士道 」 も、 内村鑑 三の

「武士道 に接木され たキ リス ト教=無 教会」 も結局 は西欧化 された理論 か らのものであ

った。土着化論は多いが、 日本の土壌 の不適合 を唱 える ものが多数である26)。

「行」 とい う基本を無視 して、宗教問対話 のために役立つか どうかは疑問が残 る。

今 日の西洋キ リス ト教界 の凋落は近代思想に起 因す る。近代科学 を前に して非科学的

な(神 話的な)神 学解釈 は、神 の認識論的把握 に疑念 を生 じさせた。それまでの中世的

な神認識は大き く揺 らぐことにな る。聖書学 も科学実証主義的な進化論 な どによって根

底 を揺 さ振 られ、辛 うじて預言的な信仰の眼(霊 の眼)で もって見 るよ うに説 明す る苦

しい解釈 となっている。それ まで絶対普遍 とされてきた教義す ら疑念が生じてきている。

無神論やマルクス主義 に象徴 され るよ うに合理 的 ・世俗的な理性(知 性)で は把握で き

ない神認識は納得 されず、教会離れが加速 してきている。

十字架 の聖 ヨハネの 『カル メル山登墓』(1953年 ドン ・ボスコ社)、 『愛 の生ける炎』

(1992年 同社)や イエスの聖テ レジアの 『完徳 の道』(1968年 同社)、 またアヴ ィラの

聖テ レジア 『霊魂 の城』(1992年 聖母の騎士社)、 作者不詳 の 『不可知の雲』(奥 田平八

郎訳1977年 現代思潮社)、 トマス ・アケ ンピスの著 とされ る 『キ リス トにな らいて』

(荻原晃訳 昭和34年 中央 出版社)な どの著作 の中に 「キ リス ト教神秘主義」の教 えは

すで にあった ものの、マイスター ・エ ックハル ト(1260頃 ～1328頃)以 降はその活動が

停止 されていたため本格的な瞑想の方法は失われていた とされる27)。

ドイッ ・ヴ ュルッブル クの観想修道会ベネデ ィク ト会 のヴ ィリギ ス ・イェーガー神父

(1925～)は 、神秘主義 に深い関心 を寄せ たが、す でに修練の仕方が失われ、実践的 に

どう行 って良いか分 か らないところがあった らしい。愛宮 ラサールや弟子丸泰仙(1914

～1982)ら によって欧州 に広が り始めていた禅の修行 に着 目した。愛宮 ラサールの紹介
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で 山田耕雲老師に会 って 、後年鎌倉で修行 し室内を終 了 し、ベネデ ィク ト会修道院 内に

「ハ ウス聖ベネデ ィク ト」 を開いた。 ヨー ロッパで は大 きな反響 を呼んだが、ヴ ァチカ

ンの教理聖省 によって活動を停止させ られた。

東洋的な 「無」・「空」の世界 によってそれ までの合理主義 的な理性 ・二元論 の世界で

は認識 出来なか った神 の世界 を把握 しようとする試みが見 られるようになってきている。

しか し、その根本 となる ものは 「行」 による瞑想の世界で あ り、 これまで異端 的 とされ

て きたキ リス ト教神秘主義的な ものが宗教問対話 の共通項 となってきた28)。 したが っ

て、上記 の 『霊操』 の土台がなく、疎 かにした論 は、(近 代の欧米的理論等 の)構 築 され

た緒論で しかな く、 この方法論では早晩同 じ論理か ら批判 の嵐の的 とな り、崩 され るこ

との繰 り返 しで しかなくなる。諸宗教問対話 を求 める理論 であれば 、「禅定」 にも似たイ

グナチオ ・ロヨラの 『霊操』か ら導 き出 された(キ リス ト教的な)黙 想による ものでな

ければ、対話の出発点 ・共通項は得 られないであろ う。 「行 」(身 体)か ら出た もので、

そ のものに成 り切 る こと29)を 無 くしては、対話の共通項 「根源的 いのち」 には到 りえ

ない。 ヨハネ4章 にあるように渇 くことのない 「いのちの水」が得 られなければな らな

いのである。

パ ウロは 「私 は神 に生きるた めに、律法によって律法 に死 に、キ リス トとともに十字

架 につけ られた。私 は生きて いるが、 もう私 ではな く、キ リス トが私 の うちに生きてお

られる」(ガ ラテ ィア人への手紙2章19・20節)と 記す。 これは 「己事究 明30)」,「 無

相 の自己31)」 であ り、 自我 に死 に切って(大 死一番)始 めて 「絶対無 の場所32)」 の境

地 を体得 できることを言っている。 自我 の根底が 「無相の 自己」である。道元(1200～

1253)は 『正法眼蔵』 「現成公案の巻」で 「仏道 をな らふ といふは、自己をな らふ也。 自

己 をな らふ といふは自己 を忘 るるな り。 自己 を忘 るるいふは万法 に証せ らるるな り」 「万

法すすみて 自己を修証す るはさと りな り」 とある。キ リス ト教神秘主義の絶対空 といえ

るような神体験 に対応す る禅 の根本経験は 「真空無相」 の経験 といわれる。清水大介は

「無相の 自己」をイ ェーガー の言葉 を借 りて 「神 と呼ばれ る第一現 実、這箇(し ゃ こ=

一切 の事物の根源 をさす禅 の言葉)が
、私たちの真 の 自己である」。 「真の 自己を見 出す

とは神 的ないのち を見 出す ことである」 とす る33)。

上記の意味する ところは、禅 とキ リス ト教の共通項で あ り、相互の対話 の出発点であ

る。共 に諸宗教の主体性 を失わず、相乗効 果があって、豊潤す る選遁であって始 めて対

話が可能 にな る34)。 京都学派 の西田幾多郎では 「真実在」(純 粋経験35)、 また 「絶対

矛盾の 自己同一36)」 と表現 されているが、ただ言葉に表 した段階で主客の対立が生 じる。

これ を欧米の方法 ・論理で もって説 明しよ うとする矛盾 も生 じ、曖昧さが残 る。

西谷啓治は 『宗教 とは何か』(1991年 創文社)の 中で次のように述べている。

42



現代の宗教問対話 に生 きているA・ ヴ ァリニ ャーノの 「適応主義布教方針 」

「宗教 は、他 のあ らゆ るものが我々に とって必要性で あるといはれるそ の同 じ生の

段階では、決 して必要でない。……さういふや うに我 々の存在の意味が疑 問にな り、

我々にとって問いとなると共に、宗教的要求が我々の内か ら生起して来る。その問いも

要求も、すべてを我々 自身への関係から見また考える我 々のあ り方が破 られた ところ、

我々自身を中心 とした生き方が覆へされたところか ら現れ る。宗教が我々にとってなぜ

必要 か とい う問い方が、初めか ら答への道 を蔽ふ ような問 い方である所以 はそ こに

ある。それは我々自身が我々にとつて問いに化する道 を塞 ぐのである37)。 」

3.今 日的な宗教の問題点

今 日の組織率の落 ちた伝統宗教 の事情 を顧 みれば、諸宗教が互い に争っている場合で

はな い38)。 諸宗教が共 に、 この世界 の無信仰(神 ・仏 ・超越者不在)に 対 して、協力

して対応する必要性 が出て くる。地球規模の危機的状況 の中で、人々は頼 るべきものを

失 い、幸せ になれる と信 じて きた科学技術 不信、 自然環境破壊、種々の社会 問題経済危

機、 自由主義 ・資本主義 において広 がる格差 に対す る疑問等な どの不安感 を強 めている

39)。 人々は、そ の生存不安か ら宗教 を求めているが、伝統的な既成宗教(創 生宗教)の

教義、儀式、戒律で縛 られ る宗教 とは違 うものである。スピ リチ ュア リティ(ニ ューエ

イ ジ)、 新霊性運動 の名の示す通 り、新 しい時代 の新 しい宗教に傾 くよ うになってきて い

る。新宗教が流行る所以で もあろ う。

こうした現 代の宗教事情 につ いては、島薗進著 『ス ピ リチ ュア リテ ィの興 隆』お よび

『精神世界のゆ くえ』等 に詳 しい。渡辺雅子著 『ブラジル 日系新宗教の展 開』 のブラジ

ル におけるカルデ シズモの拡大す る意味 を島薗 はニ ューエイ ジ運動で端 的に言 い表わ し

て いた。キ リス ト教 にお いて も、ニ ューエイジにつ いて の警告が ローマ教皇庁 か ら出さ

れているが40)、 これ らの新宗教ニューエイ ジ運動の発展、イ ンターネ ッ ト世代の若者の

新宗教に流れる勢いを止め られず 、脅威 となってきている。次の文は 『上智人間学紀要4

0号 』 の拙稿 に寄せ られた感想で、変革 か ら組織 の崩壊 を予見す る年配 の方の言葉である。

「近年 カ トリック教会は、司祭 ・修道者 の高齢化 と後継者不足のため、四十数年前

に公会議 が開催 されて いた頃の、明るい希望 に満 ちた若 さはすっか り失 って、 この

まま一・般社会 の大 きな流れ に呑 み込 まれ、次第 に衰退 して行 くか も知れ ない、 とい

うおそれ を抱いて いるひとも多 いよ うです。確かにその兆候は既 に現れて来てお り、

教会 とい う伝統組織は近 い将来 に崩壊 するかも知れ ません。 しか し私 は、そ の時 に

こそ教会 の信徒団の 中に隠れている強い底 力が解放 されて、全人類のため大 きな飛

躍的活動 を始めるのではないかという、明るい希望を堅持 してお り……41)。 」
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預言者 を待ち望 むよ うな教会は、決 して良い組織 とは言えな い。 この危機 的状況 を救

うものは何か(誰 か)。 このままでは行き詰 まって くる ことは明白であ り、森一弘司教の

『信徒 の霊性』(2003年 女子パウ ロ会)で20数 年前に同じように、従来の伝統的な組織、

教義、儀式だけでは行 き詰ま りが起 こって くることを示唆 していた42)。

本論稿は、ヴ ァリニャー ノの適応主義か ら出発す るもので、キ リシタ ン史 か ら導 き出

されたため に、 どうして も主題 ・軸足はキ リス ト教的な ものにな って くる ことは否 めな

い。 しか し、イグナチオの示す 『霊操』 に基 づ く 「不偏 心」(偏 らない心、捉われな い

心)か ら判断する もので ある。それは 「禅定」にも似た邪念 を払 った幼子 のよ うな(マ

タイ福音書18章3・4節)心(不 偏心=無)か ら導き出され、神 の真実(「 絶対無 の場

所」)を 捉えるもので、特定 の ・思想や宗教に偏 るよ うなものであってはな らない ことは

認識 して いる43)。 この件を 「タブラ ・ラサ」(何 も書かれていない板)[前 掲註23]と し

て説 明し 「神の意志」 の把握 ・認識 と解 釈する者が いるが、前掲の 『アジア ・キ リス ト

教 ・多元性』第9号 の中で 『霊操』 に基づ く 「霊動弁別 」によって、「正 しい選定」の方

法 を示 した44)。

4.諸 宗教の対話宣言か ら宗教的多元性へ

第ニヴ ァチカ ン公会議 の諸憲章 ・諸教令について は、すで に触れてきたが、そ の 『キ

リス ト教以外の諸宗教 に対す る教会の態度 について の宣言』(諸 宗教間の対話宣言=我 ら

の時代 にNostraAetate)か ら起 こってきた考 え方を次 に示す。

アラン ・レイスの宗教的多元性 の分類は、各方面 に利用 され、立場によって説 明が異

なる場合 もあるが、下記2名 のものを参考 にした。本論考 は山岡三治の順序 に従 った。

『非 ・西欧の視 座』末木文美士編所収、ルベ ン ・アビ ト著 「非西欧化 と非絶対化～現代

キ リス ト教 における地球認識 と対話への道 ～」および 『啓示 と宗教～キ リス ト教 の存在

意義 をめ ぐって～』 山岡三治 ・井上英治編所収、山岡三治著 「キ リス ト教 と諸宗教 の関

係」 による。

(a)排 他主義exclusivism

第 ニヴ ァチカ ン公会議 以前 の 「教会 の外 に救 いはな い」 とした 「キ リス ト教 絶対主

義 ・普遍主義 」や カール ・バル トのよ うな 「キ リス ト教 的知識 のみ(ヨ ー ロ ッパの文

化 ・宗教他)」 を優位 と考 える極端 な考え方 で、対話のためには妨げ となる考え方。ヘ ン

ドリック ・ク レーマーはその極端で 「他の宗教はすべて偽物 とした」 とされた。

(b)多 元 主義pluralism

・規 範 的多元 主 義 トレル チ 、 ポー ル ・テ ィ リ ヒな ど。
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諸宗教 をキ リス ト教 と一応 同列 に見るが、あ くまで もキ リス トの生涯 や生き方 を規範

として考えて行 く。

・非規範的多元主義 ジョン ・ピックな ど45) 。

色々な文化や宗教 は同じ一・つの対象を見 る様 々な レンズのような もので、 「コペルニ ク

ス的転回」が諸宗教 とキ リス ト教 の関係にもなされ るべ きとす る。

・ポール ・F・ ニ ッターの多元主義(最 も進んだ多元主義 とされ る)

『キ リス ト教の絶対性 を超えて 宗教的多元主義の神学』J・ ピック、P・ ニ ッター

編八木誠一・・樋 口恵訳 は、他宗教 を排斥する ことな く、イエスの救 いにおける規範性

(唯一性)を 主張す る ことが可能、 また個 人が特定 の宗教 にコミッ トす る ことを否定

す ることな く、宗教 的多元主義 を主張可能 とす る。ポール ・ニ ッターは、キ リス ト者

が生きる基盤 をキ リス ト中心主義か ら神 中心主義へ の移行が求め られる とす る。キ リ

ス トの名に こだわ らず 、聖霊 の働 きを中心 にすべ き とな る。ポール ・ニ ッターは、無

宗教、神を信 じない人 々、信仰 を持たない人々も含 めた、諸宗教間対話 を 目指 して い

るために、対話 の共通項 を現代世界 の問題に置 いている。極貧の生活者(国 や地域)、

社会 問題、地球環境の問題(原 発 も)、差別 ・格差 の問題等 か ら出発 しようとして いる。

宗教その ものは、隠 された ものになっているため、相対主義 に陥 る危 険 性を指摘 され

ている。そ こでは、 「神 ・絶対者、超越者」である ことや、信仰や教会 の組織(教 義 ・

戒律 ・儀 式等)は 二 の次 にな る。 「教会 中心」が 「イエス中心」へ、 さ らには、 「神 中

心」か ら 「聖霊 中心」 にな って くる。 このため、従来 の伝統的諸宗教に生きる保守派

と呼ば れる人々には批判 も多 い。 こうした問題 を含みなが らも、グ ローバル化す る社

会 ・教会は、諸宗教 問対話、エキ ュメニカル運動な どは必然的 に今 日的課題 とな って

きている46)。

例外的 に、宗教に こだわ ることな く、死に行 く人 の最後 の時 を人間 としてそれぞれの

宗教伝統 と本人 の信仰 にしたがって葬 ったマザー ・テ レサ(1910～1997)の 姿 を模範 と

す る考え方は、最 も現代的な 「宗教多元性」の模範 を示 して いた と言える。マザーが現

代 の聖人 と呼ば れる所以で もあろう。 また、 「フェミニス ト神学」 も例 えに出て くるが、

主 に 「解放の神学47)」 によって神 中心主義が救済中心主義へ と移行 し、諸宗教 ととも

に最 も貧 しい人々の優先的選択は、対話のための共通 の基礎 とな り得る。R・ アビ トは

「解放の神学」か ら、キ リス ト教 の非西洋化 と諸宗教 の対話の道 を探 っていたもの と思

うが、ヴ ァチカ ンによって禁止 された。修行 を主 とす る 「禅 とキ リス ト教」の対話は重

要であるが、ポール ・ニ ッターな どは 「行」はすべての人に強制出来ないとい う理 由で、

ニ ッター の書では 「行」は扱 っていない。
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・ポス ト多元主義 『キ リス ト教は他宗教 をどう考 えるか ポス ト多元主義 の宗教 と神

学』(ゲ イヴィン ・デ コス タ編森本あん り訳)に おいて、デ コス タは 「三位一体論」か

らニ ッター らの多元主義 の曖昧さ、諸宗教の神学の困難 さを指摘す る。相対主義的で宗

教 の独 自性が失われ る として 「多元主義」への反動か らか、その批判 に答 えるものにな

っている。

西村恵信老師は 『禅 とキ リス ト教 の濯遁』のあ とが きで、個々の宗教の伝統 的な主体

性 を尊重 し、 自らの信仰 を失なわな い方法を示 して いるが、デ コスタの論 は今 日的 に妥

協できる範囲ではないだろ うか。当然 に起 って くる考え方であろう。

(c)包 括主義inclusivism

第ニヴ ァチカ ン公会議 に指導的な役割 を果 た した カール ・ラーナーの 「無名のキ リス

ト者」の考え方。排他主義 のような 「キ リス ト教絶対主義」ではな く、キ リス トの教え

(福音)が 伝 え られ ていな くて も、神の教える真実 の生 き方 をしている国 ・民族 のある

ことを指す。キ リシタン版 の文献 にしば しば 記されて いる 「なつ うらの教え」は、 まさ

に この点 を指 している と言 える。第ニヴ ァチカ ン公会議がヴ ァリニ ャー ノの適応主義 を

認め、重 い扉 を開いた 「教会」の180度 の転換でもあった。

他 に、ハ ンス ・キュング(1928～)は 、他宗教 も同等 の対話 の相手 として、同 じ救 い

の道 を認める方向に入 るが、 まだキ リス ト教の規範性は残 して いた。キ リス ト教か ら見

て、同質 のものを認めて行 こうとす るものであった。

大抵の宗教多元主義 の類型は包括主義 を二番 目に置 くが、 山岡三治は三番 目に置 いて

いた。G・ デコスタ編 のポス ト多元主義 にもあるよ うに、多元主義が宗 教性 を失 い相対

主義 に陥る危険性 を感 じた研究者は、その揺 り戻 しか らか、個々の宗教の独 自性 と信仰

の自由を尊重する方 向にある。そ の意味で、包括主義 を三番 目に置 く山岡の類型 に同意

見である。

5.「 根源 的いのち」 を求 めて

キ リシタ ン時代か ら変 らず あって、今 日まで も確信 をもって伝え られる 「なつ うらの

教 え」 こそ、ヴ ァリニ ャー ノの 「適応主義」 の基本であった。

西欧の言葉(ロ ゴス ・知識)中 心 の合理的な考 え方では、批判、争い ・論争 の堂 々巡

りにしかな らないのではないか。眼 に見えない、人知では認識 しえない神 の世界 を論理

あるいは認識論で捉 えよ うとす ることにすでに無理が あった。主客対 立の二元論的なギ

リシア哲学では何 も得 られな いことになる。西洋 の神学 を基礎づけてきた形而 上学 によ

る神認識では、近代以降 の科学実証主義 に対応 出来な くな って きている。キ リス ト教神

秘主義は これ まで異端視 されて きたため、東洋 ・仏教的な瞑想の方法を継承 されて こな
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か った ことが、東洋 的な ものに傾 き、あるいは憬れ る多数 の人が現 れる要 因になって い

る48)。

西 田幾多郎あるいは西谷啓治は 「絶対無の場所」、 「絶対 矛盾 の自己 同一」を指 して、

真実在 を捉える哲学 を打 ち立てた。 これ らの理論か ら東洋的な 「行 」を中心 とした もの

によって得 られる、諸宗教の根源的な もの(源 泉 と言える地下水脈のような)「 根源的 い

のち」の共通の理解 な しには、諸宗教 との対話に到 る道が閉ざ されて しま う。 この問題

の突破 口として京都学派 の哲学 を示す門脇佳 吉、花 岡永子 の解説 には同感 である。花 岡

は 『「自己 と世界」 の問題～絶対 無の視点か ら～』の中で 「二十一・世紀 にふ さわ しい宗教

哲学である西 田哲学や西谷哲学」 と高 く評価 している49)。 門脇は 「『道 の形而上学～芭

蕉 ・道元 ・イエス～」 の序文で 「道」は東洋 の思想か ら示 される ことを述べ る50)。

『非 ・西欧の視座』 の序文で末木文美士 は現代 の思想状況 を次 のよ うに指摘 している。

「マルクス主義が崩壊 した とき、 もはや普遍 を要求 しうる思想は消失 した。その後、

次 々 と生れ たポス ト・モダニズム、ポス ト ・コロニ アリズム、カルチュラル ・スタ

デ ィーズ等 々の新 しい思想動向は、すでに何 ものも普遍 を要求できない という断念

か ら出発 して いる。 しか し、その主張者 たちが西欧的な もの を離れた というわ けで

はない。 ジャ ック ・デ リダがアルジ ェリア生れ のユダヤ人で フランスで活動 し、エ

ドワー ド ・サイー ドがパ レステ ィナ 生れで アメ リカ合衆 国で活動 し、スチ ュアー

ト ・ホールが ジャマイカ生れでイギ リスで活動 し、G・C・ スピヴ ァクがイ ン ド生

れ でアメ リカ合衆国で活動 し、等 々を見 てゆ くと、そ の経緯はあま りに も似通 って

いる。 いずれ も非 ・西欧地域か ら西欧世界 に移 って、その両義性 の違和感 のなかで

英語 も しくはフランス語 というもっ ともく正統〉的な西欧世界のく普遍 〉言語用 い

なが ら、西欧 の非 ・普遍性 を主張 している。周縁か ら他者の 中で両義 的である こと

それが彼 らの問題 の根底を形成 している51)。 」

筆者が、ポス トモダ ンや脱構築、ポス トコ ロニアルな どの現代思想の理論 に振 り回さ

れて いた とき、西欧の方法論では結局は堂々巡 りで、論理 によ るものは、また批判 と反

論 の繰 り返 しになるので はな いか と大きな疑問が残 り悩んで いた時、その方策 を 日本の

特 に京都学派の哲学 に求 め 「日本的霊性」(鈴 木大拙)や 「大地性」(小 野寺功)の 著作

等 に飛付 いていた時に、末木 は一言で説明されていた。

「諸宗教間対話」 「宗教多元性 」にお いて も同じことがいえるのではないか。行き詰 ま

りか ら、従来の西欧のギ リシア ・ローマ的主知 主義 ・合理主義的な考 え方 に疑 問を抱 い

て いた とき、第ニヴ ァチカン公会議以降、諸宗 教間対話か ら洪水のよ うに現れ 出た のが
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宗教多元主義の考 え方であった。 しか し、根源 的な もの、 「根源的 いのち(通 底)」(花 岡

永子)、 「道 の形而上学」(門 脇佳吉)と いうものが捉え られて いないとその論は空虚な も

ので、既成の諸宗教が主体性 を失った相対 的な ものに陥って しまう危険性があった。

既述の ピックやポール ・ニ ッター の多元主義に対 して、 ジ ョン ・B・ カブやG・ デ コ

ス タ等 は相対主義 に陥ることを批判 している。 また、2001年12月 のイェーガー事件(註

28))に も示 されるように、 まだ改革の余震が残 り揺れ動いているのが現状であろう。

諸宗教の独 自性 を失 うような融合的な相対 主義的な考 えだ と、宗教な ら何 でもよいこ

とにな って しまう。宗教でな くともそれ らしき もの、 占い ・日選び ・方 角な ど御利益的

な堕落 した ものにな り、宗教性 を失 って しまう。キ リス ト教であ ること、特定 の宗教で

あることの意義がな くな り、相対主義的な偶像崇拝 に陥って しまう危険性 を孕んでいる。

己 の宗教の主体性 を保持 しなが ら、諸宗教問の対話 によって、諸宗教 との交流(神 秘的

な儀式な ど)体 験 によって、それ までの宗教生活で気付かなか った ものを気付 かせて も

らうよ うな、 ジョン ・B・カブの言 う 「豊潤 な相乗効果」がな くては宗教 問対話の意味 を

なさない。ヴ ァリニ ャー ノの 「適応主義」 もK・ ラーナー の 「無名のキ リス ト者」 の考

えも、諸宗教、諸文化 の中に神 の息吹 を認めなが らも この 「キ リス ト者 である こと」の

基本 は失わず 、 しっか りと捉 え られた ものであった と言 える。H・ デ ュモ リン著 『仏教

とキ リス ト教の運遁』の訳者西村恵信 は 「訳者 あ とがき」の中で、 「運遁」を次のよ うに

述べている。

「(運遁 とは)め ぐり遇 うべ くしてのめ ぐり遇いを意味 している。仏教 とキ リス ト教

は二千年以上 の問、今 日の濯遁に向って、互いに見知 らぬ関係の中でそれぞれの道を進

んできたのである。禅定の宗教 と、祈 りの宗教が求め続けてきたものは、同じ一つの真

理であった ということが、近頃になって次第 に明らかになってきた。 これは人間にとっ

て最高に欽ば しいことである。」「灘遁 とは、溶けて一・つになることではない。それは相

手に出遇 うことによって、自分を確かめることであると思う52)。」

お互いの信仰を失 うことな く、相乗効 果があって、お互 いの信仰が深 ま り、発展す る

こと(止 揚)を いっている。主観的な見方、それぞれ の文化、伝統 によって、真実が覆

われて しまわれないよ うに、今、 自分 に求め られて いるもの、キ リス ト教徒 な ら 「神の

導 き ・招き」に忠実 に答 えることで あ り、仏 教徒な らさ らに 「仏の道 」を極 める ことで

ある。それは さらなる真理 の深み に至 り、深みを経験す ることによ っては じめて気付 く

もの(覚 醒する もの)で ある。神 の愛(恩 寵)は 限 りな く注がれている ことの 自覚がで

て くる。その呼びかけに応答 出来る者 にな らなければな らない。
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仏教者であって も、そ の他 の宗教者であって も、 また信仰 を持たず神 ・超越者 を信 じ

ない者であって も、古今東西、神あるいは仏 ・絶対者の招 きは変っては いない。 「行」 に

よって覚者 とな って、そ の招 きに答 える者 にな らなければ な らな い。相対主義 でな く、

己れ の信 じる宗教の独 自性(自 主性)を 失 うことな く、諸宗教問の対 話の可能性 を示唆

している。

それは地平(視 野)を 広げ、心 の奥深 くまで も見つ め られ るよ うになれば 、 自ず と心

の琴線に触れて くる。その心 の響き に答 える者 が人間であろう。(ど のよ うな道であれ、

そ の道 を極めた人は、何か しら相通ず る共通の何かがある こと)。それは、宗教 を問 うこ

とな く、個々人に共通 に備わ って いるもの、気付かな いで いるものがある。そ の命脈 こ

そ、すべての民族 の中にあ り、宗教 も、人種 も、言語 も、文化 も、国境 も越 えて働 いて

いる 「根源的いのち」で ある。既述 のよ うに禅 とキ リス ト教神秘主義は対応 していると

言 える。

この働き掛けを知 る ことは 「行」 によ らなければ達成 されない。 「行」・瞑想 の世界は

邪悪 を払い、真理のみを求 めるものとなる。その心 の働 きは、すべての人に共通 に与え

られてい る。その確信 として得 られ るものが 「宗教問対話」の基礎 となる 「根源的 いの

ち(通 底)」 と呼ばれる ものであろう。それは、何時の世 にも、 どんな社会 において も変

るものでない とい う信頼が あって成 り立つ もの とな る。 ここに、新 しい世界 に誇れ る模

範的な姿 を見せる、世界の範 とな る 「日本的キ リス ト教」(何 時の時代 ・社会 ・文化 の中

で も変 らず生き続けて きた神 の息吹)か ら、新 しい皮袋(マ ルコ福音書2章22節)に 入

れ る新 しい 「根源 的いのち」が見 出だせるのではな いか と、希望 を持 つよ うになって き

たが、進歩 して いる とはいえ揺れ動 き(余 震)が 残 っていることは否めない。

6.お わ りに

以上のよ うにキ リシタン時代か ら続 くヴ ァリニャー ノの 「適応主義布 教方針 」は、第

ニヴ ァチカン公会議 によ って追認 され、「宗教 問対話」 として内外 に影響を与えているこ

とは確認できた。時代 ・社会 を超 えて生き続けてきた 「なつ う らの教え」は、何時 の時

代 にも変 らず 、現代にも生きている ことが多少 とも理解できた と思 う。

現代 における宗教 の問題 を、キ リス ト教 と禅 の両教 を極めたイエズス会神父 で禅 の師

家で もあ る門脇佳 吉は 『道 の形而上学』の 「序 道 をたずね る旅」の中で、 これ までの

西洋思想では身をもって旅す る人間を把握 できないとしてその限界 を示 した。

「(ヨハネ伝 に)[私 は道で ある]と 自己規定 された方への神学的沈思 がないという

ことなのだろうか。あ るいは、 自分が旅 人である という現実への凝視 が欠けて いる
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とい うことなのだ ろうか。 これ らの省察 の欠如が神学 の不在の直接原 因であるだ ろ

う。 しか し、真 の理 由は もっと深 い ところにあるように思 う。結論を先取 りして い

えば 、 これ まで のキ リス ト教神学が、プ ロテス タン トもカ トリック もともに西洋思

想 の枠組 みのもとで構築 され、ギ リシア思想 の知性 ・意志 中心の地平 を脱 しきれな

かった ことに起 因す る。知性 ・意 志中心 の哲学で あるか ぎ りヘーゲル哲学 に典型的

に現れて いるように、それは精神 の哲学 とな り、K・ ラーナー神学に代表 され るよ

うに、精神の神学 とな らざるをえない53。 」

つ まり門脇は、東西の対立 を超えた 「身心一如54)」 の智恵への到達は西洋近代 の合

理主義思想では達成 され ないことを示唆 している。 ここか ら、言葉 に表す以 前の 「主客

未分 の真実在」、 「純粋経験 」、「絶対 無の場所」な どの京都学派 の哲学が、共通項 を見出

す のに役立つのではないか と見て いる。身体 的な 「行」 を欠 くと対話の基本が失われ、

理屈だけの神学、実践 の伴わな い机上の空論 とな り、通底 とされ る 「根源 的いのち」 に

至 る共通項は出ては こないのではな いか。キ リス ト教 にお いては、 これまで疎 かにされ

て きた、「キ リス ト教神秘主義」や瞑想の方法 を再確認 し、脚光 を浴びるよ うになれば、

理性 ・知識では捉 え られ ない神 の世界の認識が開かれて くるよ うに思 う。今 日の 「宗教

多元 主義」 では見 えなかった ものが、東西 を超 えた 「行 」の 中か ら宗 教間対話 の共通

項 ・「根源的いのち」 に至 る糸 口が見 えて くる。言葉以前 の 「絶対無の場所」の世界が、

西洋 と東洋の壁を越 えて突破で きる道が開かれている という微かな希望 の光 は見 えて い

るように思 う。

上記の諸宗教問の対話 ・宗教的多元性は、新 しい学 問で、マイ ノリテ ィの研究課題の

ようで、方法論 も定 かで はな いため、緒論が洪水 のご とく出されている。 このよ うな現

状 の中で も、 ヨー ロッパ観想修道院 の修道 士 と日本 の禅宗寺院の雲水 との相互交流 とし

て の 「東西霊性交流」が既に30年 も前か ら続け られているが、余 り知 られていない。一

般人 を含めて草の根 の交流へ と深化 し、その経験者が多数 にのぼれば 、宗教 間対話は進

歩するで あろ うが、まだ遅々として進んでお らず 、十分な理解が得 られて いない。

ここでは主な緒論 を紹介す る形 となって しまったが、筆者 としては今後 も続 けて、 「根

源的 いのち」や 「根源 的いのちの霊性」で もって、新 らしい学問 としての`諸 宗教間の

対話 ・宗教的多元性'を 究 明 し続け、深 めて行 きた い。今後 も 「比較思想(宗 教)」 は課

題 となって くる。正 しい確実(真 実)な 道 である ことの大切 さは説明を要 しない。

[註]

1)A・ ヴ ァリニ ャー ノの 「適 応主義布 教方針 」 につ いては、拙 稿 『アジア ・キ リス ト教 ・多

元性 』第9号p31～50「 『イエズス会 日本 コレジ ョの講 義要綱』 に見 るA・ ヴ ァリニ ャー ノ
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の問答 形式で書 かれ て いる。女 性 を対 象 とし、 日本 の仏 ・儒 ・神 の諸宗 を論駁 した もので 、

日本 人 の手 によ る護 教書 ・布教 関係書 としては最初 の もので あ った。長 崎で姉 崎正治 に よっ

て発見 され た 『仏法 之次第略 抜書』(『日本思想体 系25』 所集)の 編纂 にフ ァビアン も関わ っ

てお り、その 内容 が生か され てい るとされ る。

12)『 キ リシタン研究 」第十九輯p239～ 五野井隆史著 「キ リシタ ン時代 の看房 につ いて」

参照 。他 に 「同宿 」 「慈悲役」 「侍者」 な どの制度 ・組織化 が禅宗寺 院 に倣 って な されて いた。

13)清 水 大介著 『波 即海一イ ェーガー虚雲 の神秘思想 と禅 』 ノンブル 社2007年p7～9。

14)『 ある巡礼 者 の物 語一 イグ ナチオ ・デ ・ロヨラ 自叙伝 』 門脇佳 吉訳 ・注解 によ って、 「霊

操 」誕 生の経緯 が説 明 され て いる。 前掲 『ア ジア ・キ リス ト教 ・多元 性』 第9号 中の 「ヴ ァ

リニ ャー ノの人物像 」 と 「霊操 」 を参照。
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15)総 会長 ク ラウデ ィオ ・アクアヴ ィヴ ァ宛書簡 は東洋文 庫 『日本巡察記 』p4。 また、前掲書

アル バ レス ・タラ ドリス著 『日本巡察記』(桃 源社)p301に 諮 問第 十七 「我 が会士が 日本 で

食事 をす る際に遵守 しな ければ な らぬ方 法」、諮 問第十 八 「仏僧 が用 いて い る慣習 と儀 礼 を万

事遵 守す る ことが善 いか否か 」、諮 問第 十九 「我が会士 が使用す べ き服装 」の いずれ の裁決 も

ヨー ロ ッパか ら来 た者が 、 日本 の生活 習慣 に合わせ る ことを定 め た適応主 義 に則 った もので

ある。宣 教師 と 日本 人 の間で の一致 を 目的 としてい るので、 ヨー ロ ッパ の習慣 を押 し付 ける

よ うな、 また、 ヨー ロッパで定 め られ た法 で裁 くような ことがな いよ うに警告 してい る。

16)前 掲 『霊 操』p170～181、 「選 定」 の項参 照。 前掲書拙稿 『ア ジア ・キ リス ト教 ・多元

性』 第9号p40・44・49、 の 「霊動 弁別」 の項 参照 。 また 、井 出勝美著 『キ リシタ ン思想史

研究 序説』ぺ りか ん社1995年p443・444に ヴ ァリニ ャー ノの第一 回協 議会 の諮 問第八 の

「裁 決 」に よって 、大村 に派遣 宣教 師の ための 日本語学 校 を設 立 し、 こ こで2年 間 の 日本語

及び 日本文化 の学 習 を義務付 けた ことが分 かる。

17)拙 稿 『上智 人間学紀要』40号2010年p91・92、 ペルー のアコスタ とパ ラグアイ のグア

ラニ ー族 教化政策(ReduccionesdelParaguay)[参 考 文献Nα14・15]参 照。 また、 ローマ のクィ

リナ ー レ ・イエ ズス会修練 院での教え子 マテオ ・リッチは師ヴ ァリニ ャー ノの命 を受 けて158

2年 に中国 に入 り、儒 教 を用 いて布教 に成功 して いるが、キ リシタ ン時代の 日本 の布 教 と同 じ

延長 戦 上に ある といえ る。 さ らに また、朝鮮 の李芝 峰(1563～1628)は 、 中国で このマ テ

オ ・リッチ著 作 の 『天主実義 』 を手 に入 れ、 『芝峰類説』(1614年)に そ の内容 を 「外国部」

に記 録 して いる。 この 「漢籍洋 書」 につ いて は岡本 さえ著 『イエ ズス会 と中国知識 人』(2008

年 山川世 界史 ブ ック レッ ト)に 詳 しいが、 日本ば か りで な く、 当時 の朝鮮 や アジ アの国 々に

も影 響 を与 えて いた ことが分か る。 ヴ ァ リニ ャー ノの意 図 した こ とは、新 約聖書 パ ウ ロの書

簡 コ リン ト前書3章1～3節 「兄弟 たち よ。私 はあな たた ちに、霊 の人 にむか ってす る よ う

にでは ま く、 肉体 の人、す なわ ちキ リス トにお ける子 どもにむか ってす るよ うに しか 話 さな

か った 。私 はあな たた ちに固 い食べ物 を与 えな いで、乳 を飲 ませ た。 あなた たちは、 まだそ

れ にた え られ なか ったか らで ある。 だが 、今 もまだで きな い。 あ なたた ちは 、今 もな お 肉の

人 だか らで ある。」 を引用 して、 まだ 育 って いな い 日本 の教会 に トリエ ン ト公会議 の厳 しい教

令 を強 いる こ とを しなか った。 そ の時代 ・社 会 に合 った形で布 教方 針 を決 めて い る。 適応主

義布教 方針は、 国を超え ・時代 を超えて 生き続けて いる ことが分か る。前掲書 「1586年12月

20日 付ヴ ァリニ ャー ノ書簡 」総会長 への回答書。

18)『 ロー マ ・カテ キズモ』 の ラテ ン語 版原典 は慶応大 学図書館 所蔵。 日本語 に訳 された刊行

物 はな い。 内容 は 、 トリエ ン ト公会議 の教令 に基 づ いて 指導 を徹底 させ よ うとす るもので あ

った。

19)前 掲 井 出勝 美著 『キ リシタ ン思想史研究 序説』p204・205で は海老沢有道著 『南蛮学

統 の研 究』創文社 昭和33年 による 「不干斎 フ ァビアンの信仰浅薄説 」 を踏襲 して いるた め、

イ グナチオの 『霊 操』解釈 は欠いた もので あった。
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20)門 脇 佳吉著 『禅仏 教 とキ リス ト教神秘主 義』(1991年 岩波書 店)p222参 照.

21)イ エ ズス会 批判 につ いては 、17・18世 紀 に中国(清 朝)布 教 を巡 って起 った典礼 論争

(儀 礼論 争)に 象徴 され る。ヴ ァ リニ ャー ノの命 を受 けて 中国入 国に成功 したマテ オ ・リッ

チ(1552～1611)ら は 中国の儒 教 を取 り入 れ、儒服 を着て布教 に成 功 して いたが、マニ ラか

ら中国 に入 って きた、ス ペイ ン系修道 会(フ ラン シス コ会、 ドミニ コ会 、ア ウグスス テ ィ ノ

会 、後 にパ リミッシ ョン会)に よ って、イ エズ ス会 が トリエ ン ト公 会議 の教令 に違反 した布

教方 法 を取 って いる ことを ロー マ に訴え 出た事件 。 ロー マ教皇 に絶 大な信 頼 を置 かれ て いる

イ エズ ス会 に対 しては、 いわれ のな い批判 がカ トリック教会 内部 の上層部 か らも出て くる。

ま してや、外的 には もっと辛辣 な批判が集 中 して くる。

22)素 朴 な疑 問で あるが、 カブ ラル(1533～1609)の よ うに 日本 人 に対 して極端 な偏見 ・悪

感情 な どに よって歪 め られ た 「報 告書 」で は、正 しい適 切な判 断 は出せ ない のではな いか と

懸念 したが 、同 じ地域 の 「報告 書(者)」 は複 数 あるので、偏 りは防げ る との回答 があ った。

23)禅 の 「無相」 ある いは西洋 の"tabularasa"の よ うに何 も書 かれ て いな い板(心)に 神 の

「開け」、 「働 きか け」が あ る ことは 、キ リス ト教 神秘主 義 にお いて も禅 にお いて も同 じ回答

が あ った。 これは方 法 を間違わ な ければ、 瞑想 にお いて 誰 もが感 じる と ころ の心 の内に起 っ

て来 る もの を指 してい る。 但 し、オ ウム事件 に象徴 され る よ うに間違 った解 釈(読 み取 り)

を しないため には、前掲 「註16」 の 「霊動弁別 」 「選定 の方法」が大 切 にな って くる。正 しい

選定 によって 「神 の もの」 と して の確 信が得 られ な ければ な らな い。前掲 書清水 大介著 『波

即海 』p45～ 「3キ リス ト教神秘主義 と禅 の同質性 」(含 む十 牛図 の説 明)及 びp79～ 「5

神 と無相の 自己」参 照。

24)青 山玄は 日文研 叢書3の 「キ リス ト教他 界観 とそ の 日本 にお ける意 義」(1994年)p93・

94.

25)「 なつ う らの教 え」は海老沢有 道訳 『南 蛮寺興廃記 ・妙貞問答』東 洋文庫p263。 他 「イ

エ ズス会 日本 コ レジ ョの講義 要綱 」(Compendium)、 「どち りい なき りした ん」 な どに多数記

載 されて いる。

26)遠 藤 周作著 『沈 黙』(遠 藤周作 文学全集2)1999年 新潮社。 山本 七平訳イザ ヤ ・ベ ンダサ

ン著 『日本教徒 その 開祖 と現 代知識 人』1976年 角川書店等 に土着化 の難 しさを示す。

27)前 掲 書清水大介著 『波即海 』p9・10。 マイス ター ・エ ックハル トにつ いては、上 田閑照

が数 冊著 して いた。 欧米 の神秘 主義 的な著作 は黙 想 の際の 「霊 的読 書」や 「説教 」 の題 材 と

して利用 され るが 、具体 的な 「行 」 の方法 として の瞑想 法 は示 され て いない ため、イ ェーガ

ー のよ うに禅 にそ の方 策 を求 め る ことにな る。本 論考 に も 「(3)今 日的 な宗教 の問題点」 に

お いて"tabularasa"(前 掲)を 扱 っては いるが、キ リス ト教 にお いて も簡単 な祈 り ・瞑想 の

集 中方法 につ いて は、神秘 主義 の書物 にも記 され てお り、色 々な瞑 想 の方 法 はあ るが バ ラバ

ラで あった。 身体 を決 め られ た方 法 で坐 り、確実 に禅定 に至 らせ る方法 は失わ れて いた ので

はないか。清水 はイ ェーガー の禅修 行 の例 か ら述べて いる。
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28)キ リス ト教 神秘 主義 的な瞑 想法 は、マ イス ター ・エ ックハ ル ト以来 ヴ ァチ カ ンの教理聖

省(旧 異端審 問所)に よって異端 視 されて きた ため に失 われ て いた とされ る。そ のた め、東

洋 的な禅 な どに道 を求 める人が 増え てい る。神秘 主義 的な著作 は残 って いて も、基本 的な修

行 の方 法 ・瞑想 の方 法 が失 わ れ て いた。 これ らの東洋 的 な もの に流 れ る傾 向 に疑心 を抱 く

「超 保守 派」 によ って 「イ ェーガー事 件」 が起 った。 ベネデ ィク ト会神 父で鎌 倉で修 行 し、

禅 の嗣法 を受 け両教 を極 めたイ ェーガ ー神 父の禅道 場 「ハ ウス聖 ベネデ ィク ト」へ の 「活動

禁止令 」(2001年12月)が ローマ教皇庁教理 聖省か ら出された(翌 年1月 よ り実施)。 第ニヴ

ァチカ ン公会議 以来 の 開かれ た教会 が、多 くの聖職 者 を失 い、危機感 か らの揺 り戻 しが起 っ

て きた 。人 々の生活 の 中に生 きるはず のキ リス ト教会 が、世俗 化 の波 にさ らされ る危機 感 か

ら、超保 守派 によ る体 制維 持 のため とは いえ公会議 の意 向 に反 して 、取 り締 ま りを強化 して

きたよ うで ある。 この こ とは 「解 放 の神学 」が聖職 者 の政治活 動 を禁止す る ことを理 由 に活

動 を停止 させ られ た こと と同一線 上 にあ る と見て よ い。 宗教 間対話 のた め には大 きなブ レー

キ にな って いる こ とは否 めな い。 また、ヴ ァチ カ ンの教 理聖省 は 、かつ ては異端 審 問を担 当

した ところで あ り、(原 理主義 的な)保 守派 の傾向 は元 々強 いと ころで もあった。

29)『 定本 良寛詩集繹 』(飯 田利行著1989年 名著 出版)p350、 の 中に 「自非耳聾漢 誰 聞

希聲 音」な る漢 詩が あ る。 「耳 の聞 こえな い人でな ければ 、 この尊 く希 な音 を聞 くことがで き

な いだ ろ う」 とあ る。そ の人 の身 に 「成 り切 る こと」 を歌 って いるが、万 事 に通 じる禅 の境

地 をい って いる。パ ウ ロの 「(自我 に死 んで)も う私 ではな く、キ リス トが私 の うち に生 きて

お られる」 に通 じて いる。

30)「 己事究 明」 について、 西村 恵信老 師が キ ェルケ ゴール の 「あなた は真のキ リス ト者です

か」 の問 いか ら 「真 の仏教者 か」 と問い直 し、 まとめた著 『己事究 明 の思 想 と方法 』(平 成5

年(1993)法 蔵館)で あ る。西村 はそ の書 き出 しで 「禅 は端 的 に己事究 明で ある。 この場合 、

自己が特 に[己 事]と いわれ て いる点 に、 自己把握 にお ける禅 固有 の意味 を見 る ことが で きる

で あ ろ う。そ こで は[己 事]と い うこ とによって 、 自己 の存在 と自己 の本質 が 、同時的 に言 い

表 されて いるか らで あ る。」 また 「キ ェルケ ゴール によれば 、人間はそ もそ も有 限 と無限 、時

間 と永遠 、 自 由と必 然 とい う矛 盾せ る ものの総合 で あるか ら、それ 自体 関係そ の もので ある

とい う。 この ことは禅が 、 自己 を生 と死 の弁 証法 的総合 と捉 え るの と同 じで ある。そ れが禅

にお ける己事 の内容 で あった。 しか しそ うい う ことの対 象的観 察 の段 階 では己事 は まだ己事

にな っていな い。 キ ェル ケゴー ル の言 いか た をす れば 、人間 であ って 自己で はな い。 己事究

明が真 に己事究 明 とな るのは 、 このよ うに して 自己が 自己 に無 限 に関わ るなか で、誤 れ る関

係 か ら正 しい関係へ と回復(生 成)さ れ る ことにほか な らな い」 とす る。 「己事究 明 とは己れ

の事 を究 明す る こ とで ある。他 を探 し求 める こ とでは な く、 自分 自身 の探 求で 、 自 らが決着

をつけ る ことで、誰 か らも助 け られ る ことのな い道 で ある。そ れ はキ リス ト教 の真 の 自己 と

い うこ とにな り、そ れは[神]で あ り、私 自身は神 の内 にあ り、神 が 自己 の真相 であ る」。 「永

遠 の言 葉 にお いて は、現 に聞いて いる者 が現 に聞かれて い るもの と同一 であ る」(エ ックハル
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ト)。

31)「 無相 の 自己」 につ いて は鈴木大拙著 『禅 の思想』(「鈴木大 拙選集」第1巻 春秋 社197

5年)p151・153参 照。多 くの禅者 は廓庵 の 「十牛 図」 を用 いて 、 この 「無相 の 自己」 を説

明す る。 「無 相 の自己」 と 「キ リス ト教神秘主義 」 の神体 験 に対応 して いる とされ る。上 田閑

照 は 『宗教へ の思索 』(創 文社1997年)p211「 マ イスター ・エ ックハ ル トと禅仏 教」で キ

リス ト教神秘主義 と禅の相応性 を述べ る。 エ ックハル トが 「神 との合 一経験」 を述 べ るとき、

それ は禅 の 「無相 の 自己 」 に相 当す る とされ る。 それ は 「命 の水」 で あ り、宇宙 の根源 の働

きが確 かに あ り、そ れが 自分 に も内在 して い る ことを確 信で き るもので ある。個 々人 の捉 え

方 は違 って も、 この ことが人知 におけ る 「神体 験」で あろ う。

32)絶 対 無 の場所 は 「無 相 の真 の 自己」 の深 層 の霊 的 レベル で あ る十牛 図第 八 の 「人牛倶

忘」(自 分 も牛 も忘れ て無相 の 自己 に入 ると して、 円相 のみ を示 す)に 当た るといえよ う。根

源 の働 きは個 にお いて個 と して働 く。

33)前 掲 書、清水大介 著 『波即海 イ ェーが一虚雲 の神 秘思想 と禅 』p81～84。

34)ジ ョン ・B・ カブ も 『対話 を超えて』(延 原時行訳1985年 行路社)の 序文 で、 「他者 がわ

れ われ に教 えて くれ るはず の真理 をほ ん と うに聞 いて 見 る。 対話 とい うもの を通過 して」

「(対話 よ りも深 い)対 話 を超 えて行 かねば な らな い」 として相 乗効 果 と豊潤 さを述 べて いる。

対話 を通 して対話 を超えて行 くことを言 ってい る。

35)真 実在(純 粋経験)に ついて、 西田幾多郎 は 『善 の研 究』 の冒頭で 、 「経験す る というは

事実 をそ の まま知 るの意 であ る。全 く自己 の細工 を捨て て、事 実 に従 って知 るので ある。 …

…そ れ で純粋経 験 は直接経 験 と同一 であ る。 自己の意識 状態 を直下 に経験 した とき、 未だ主

もな く客 もない。知識 とそ の対 象が全 く合一 して いる」。何者 に も捉われず 、事実 をあ りのま

まに見 る ことは、真理探究 においてはキ リス ト教神秘主 義 と同 じで ある とされ る。

36)「 絶対矛 盾 の自己同一」 は、一 と多 との問の関係 を表 す用語 であ る。前掲 書p71で 清水

大介 は 「神秘主 義 とは神 と世界 、分割 で きない一 な る ものです 。 だか らとい って両極 間 の緊

張 が止揚 され るわ けでは な いのです 。… …波 と海 、枝 と樹 の間 には緊張 があ ります。 です か

ら神 と人間 とは等置 され ませ ん。事物 と人間 とが[個]で あ るとす れば、神 はそれ を超 え る[超

箇]で あ る といえ よ う。イ ェーガ ーは[波 即海]の 比喩 で、箇 と超 箇 とが 自己同一 をな しなが ら、

緊張 をは らんで矛 盾 して いる ことを言 い表 そ うとして いる。イ ェーガ ーの[波 即海]の 比喩 は、

西 田幾多 郎 の[絶 対 矛盾 の 自己 同一]と 同 じ ことを言 お うとして いる といって よい。だ が 自己

同一 といって も、箇(人 間)が 増長 し、 のさば って超箇(神)に なる のでは ない。 も しも波

が[俺 は海だ]と 認 めるな ら、そ こには まだ二 つ の ものが、波 と海 が、 あるだ けな ので す。神

秘主 義 の経験 では 、 この二 つ とい う ことが乗 り越 え られ る のです。 波 の 自我 は流 れ去 り、そ

の代 わ りに、海 が 自分 自身 を波 として経験す るのです。 … … この歩 みは 、神秘 家が 自力で遂

行す るので はあ りません。 それ は波 に(遭 遇 す る とい う仕方 で)起 る のです。正 確 には波 が

自分 を海 だ と経 験す るので はな い。海 が 自分 を波 として 経験す る のであ る」、 「海は波 として
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顕現 します」。 海 を世界 と言 い換 え るな ら 「世界 が私 にお いて 自身 を覚す るので す」。 難解 な

西 田の 「絶対 矛盾 の 自己 同一」 もイ ェーガ ーの比 喩 の説 明か ら分 る と思 う。 キ リス ト教神秘

主義 と禅 の 同一性 の理解 にも役 立つ。

37)西 谷 啓治著 『宗 教 とは何か 』(1991年 創文社)p5・6.

38)既 出 『上智人間学 紀要』40号p82・95註1)「 現代 日本人 の宗教」参 照。葬式仏 教、儀式

宗教(キ リス ト教)と しての 生き残 りの道 はあ って も、宗教そ の もの の本 質 は失われ る こ と

を指 して いる。

39)自 由の名 の下 に起 る格差 、競争 の原 理、合理 主義 は本来 あるべ き人 の心 を蝕 むよ うにな っ

て きた。合理主義 は聖書解釈 さえ困難な ものに して くる。

40)『 ニ ュー エイ ジにつ いて のキ リス ト教的考察 』教皇庁 諸宗教対 話評議会 編参照。 宗教的 な

危機 認識 は 「超 保守 派」 にお いて も同 じで あ るが、大 きな組織 を保 持 しよ うと して、厳 しい

規則 を定 め圧 力 をかけ る方 向 に向か う。聖書 の フ ァ リサ イ人 ・律法 学士 の再現 で護教 的 に教

会組織 を保持 し、改革 を抑 える施策 を取 って くるのは古来 か ら同 じよ うで ある。

41)『 上智人間学紀 要』40号 中の拙署 「ペ ドロ ・ゴ メス著 『イエ ズス会 日本 コ レジ ョの講義要

綱』(Compendium)に 見 るA・ ヴ ァリニ ャーノの指 針」へ の感 想文2011年2月 。 ローマ留学

中に公 会議の書記 官 をつ とめた人物。

42)森 一弘著 『信徒 の霊性』女子 パウ ロ会1988年 、p15・16。

43)柳 瀬睦男著 「聖イ グナチ オの霊動弁 別 につ いて」 『世 紀』七 ・八月号 、中央 出版社1556年

所収 。

44)前 掲 書 『アジア ・キ リス ト教 ・多元性 』9号p44.

45)遠 藤 周作 は小説 『深 い河』 をジ ョン ・ピックの宗教 多元主 義 に触 発 されて イ ン ドを舞台

と して書 いた こ とを述懐。。

46)仙 台 白百合女子大 の猪俣恵 美子は 「参考 文献」Nα32・33に ある 『紀要』 にポール ・ニ ッ

ター と現 代 カ トリック教会 の諸宗 教 間対話 につ いて詳 しく紹介 して い る。 また、西谷 啓治 は

前掲 書 『宗教 とは何 か』p3・4で 「(宗教 が)社 会 の秩 序、 人類の福祉 、或は世道 人心 とい

ふ よ うな もののた め に必要 だ といふ のは、 間違 ひで あ り、少 な くと も本末 顛倒 で ある。宗教

はそ の効 用か ら考 えてはな らない」 と、す でに半世紀 も前 に宗教 の本 質 を語 っていた。

47)解 放 の神学 は 、第ニ ヴ ァチ カ ン公 会議以 降 にグス タボ ・グテ ィエ レス ら主 に 中南米 のカ

トリック司祭 によ り起 った。キ リス ト教社会 主義 の一形 態 とされ 、民衆 の中で実 践す る こ と

が福 音そ の もので ある とい う立 場 を取 り、多 くの実 践 がな され て いる。 マル クス主義 と混 同

され 、 中傷 され る ことも多 く、 フェミニス ト神学 、プ ロセス神 学 と同様 にヴ ァチカ ンか らは

拒絶 されて いる。

48)前 掲註27)参 照 。私見で はあ るが 、キ リス ト教 の 「黙想」で は 「説教 」や 「霊 的読書」 が

中心 で、 言葉 を味 わ う こ との方 に重 点 が あっ た。 そ の方法 には規 定 は な く、最 も 「沈 思黙

考 」で きる場所 を選 び静 か に祈 る こ とが勧 め られ た。 もち ろん、そ こに坐 禅 の方 法 を用 いる
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ことも自由で あった。そ こにはキ リス ト教 的 というものはなか った。

49)花 岡永 子著 『「自己 と世界 」の問題～絶対 無の視点 か ら～』p3。

50)門 脇佳 吉著 「『道 の形而上学 』～芭蕉 ・道元 ・イ エス」p3。 後述本文p13、 註53)に も述

べ るが、言葉以前 の真実在 は欧米思想か らは捉 え られ ない といえる。

51)末 木 文美士編 『非 ・西欧 の視座 』p2・

52)H・ デ ュモ リン著 西村恵信訳 『仏教 とキ リス ト教 の渥 遁』p192・193。

53)前 掲 『道 の形而 上学』p3・4。

54)東 洋の 「身心一 如」 の修行思 想 にキ リス ト教 神秘主 義 の思 想 は近 い とい える。前 掲書 で

清水 は イ ェーガ ー の 「身体 は知性 よ りも包括 的意識 レベ ル に近 い」 か ら 「知性 とは、 ここで

は分 別知 の意 味で使 われ て いる。包括 的意識 とは、宇宙 意識 の ことで あ り、第 一現実(神)

の ことであ る。す なわ ち、神性 で あ り、神 であ り、私 たち の 自己 の本 当のアイデ ンテ ィテ ィ

となる もので ある。……身体 は分別知 よ りも宇 宙意識 に近いので ある」 と。
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